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大きく報道された災害後の衛星解析画像

マスコミに注目された災害前後の黒瀬川河口画像

災害後の広島大学と広島国際大学の周辺３Ｄ画像
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災害前後の衛星解析画像（Sentinel-2，10m解像度）

衛星合成開口レーダによる土地改変解析画像
（Sentinel-1，10m解像度）
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これらの画像は，災害前後に欧州のSentinel-2が捉えた東広島市周辺の広域の衛星写
真です。災害前後（2018年5月24日と同年7月16日）の写真，非常に多くの山が崩
れている様子がよくわかります，また，2000以上あると言われている東広島市のため
池も災害後は非常に濁っていることがわかり，2次災害の危険性も指摘されています．

上の画像は，災害前後（2018年6月10日と同年7月10日）に欧州の衛星Sentinel-1が
捉えた東広島市周辺の広域画像を処理して，土地改変あった場所を色で表した画像です．
青色や赤色のついた箇所では，災害後の浸水やがれきの箇所を示していると推定されま
す．この衛星画像は合成開口レーダというセンサで取得されており，雲の影響をほとん
ど受けないため，悪天候でも地上の様子を見ることができる優れた能力を持っています．

これらの画像は，災害後の広島大学と広島国際大学の周辺をとらえた衛星３Ｄ画像です．
災害後に，大学の周りのいたるところで山が崩れている様子がよりよくわかります。これ
らの画像は衛星Sentinel-2が2018年7月16日に取得したカラー画像（10m解像度）と
衛星Terra ASTER（30m解像度）が災害前に取得した標高データを合成し作際されてい
ます．
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